
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～「月根尾」とは、学校のある地域の古名「突根尾原」に由来する地名です～ 

２年生が生命地域学の一環として、２日間に渡って

島根県中山間地域研究センターにて実習を行いまし

た。これは、中山間地域の自然環境について理解を深

め、環境問題や地域の課題解決に向けて自ら考えよう

とする態度を育てることが目的です。 

まず始めに、島根大学教育学部の作野広和教授に

「地域の将来、自分の未来」と題して講義をしていた

だきました。自然動態や社会動態のメカニズムを学ん

だ後、住んでいる場所・職業等、将来の自分を具体的

に想像し、「都会派？田舎派？」に分かれてグループワ

ークを行いました。それぞれの良さについて話し合

い、発表を行う中で、どちらに住んでいても、それぞ

れの価値観で「幸せ」の「ものさし」作りをすること

が大切だと作野教授から伝えられました。 

その後は、グループ別に鳥獣被害対策、畜産体験、

森林調査、森林セラピー、赤名湿地探索、建設業体験

の６つのテーマに分かれて実習を行いました。 

今年度は中山間地域の基幹産業の一つでありなが

ら、担い手不足になっている建設業の体験を取り入れ

ました。ドローン操作、除雪車やバックホウ等の重機

の操作、光学測量を行いました。普通高校では県内初

の取組で、とても貴重な体験となりました。その他に

も森林の役割や鳥獣被害対策は私達の生活と密接な

関わりがあることを実感しました。 

最後は、まとめとしてグループごとに学んだことを

発表しました。「赤名湿地の素晴らしさを観光と結び

つけてはどうか」、「中山間の課題である人口減少、担

い手不足を意識して体験に臨んだ」等、体験を通して、

中山間地域が抱える問題をきっかけに、現代社会の課

題や人と自然の関わり方についてしっかりと考えた

２日間でした。 

たくさんの方々にこの実習にご協力いただき、あり

がとうございました。 

生命地域学 



 

しまね留学の合同説明会が大阪、東京で開催され

ました。今年は、１３校の県立高校がブースを出し、

生徒募集をしました。大阪、東京会場ともに７０組

以上の親子が来場されました。まずはリレー方式で

各校が１分半のプレゼンテーションを行い、それか

ら各ブースに分かれ、個別の説明をして学校の魅力

を説明しました。どの高校も各校の魅力を熱く語っ

ていました。ブースに来ていただいた保護者や中学

生も熱心に話を聞き、具体的な入試や寮のこと等質

問していました。 

７月末の「高校見学バスツアー」や８月の「森の

学校サマーツアー」の話をすると、その場で仮申し

込みをする中学生もいました。たくさんの方に飯南

高校に興味を持っていただき、足を運んでくださる

と嬉しいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月１５日から開催される、第９９回

全国高校野球選手権 島根大会に出場す

る野球部に向けて、壮行式を行いました。

校長を始め、応援委員会を中心に、全校生

徒、教職員からエールを送りました。 

今年も野球部後援会、ＯＢ会、保護者会

の皆さんにポスターを作っていただきま

した。ありがとうございました。町内のあ

ちらこちらに貼ってあり、様々な方面か

ら応援していただいていることが伝わっ

てきます。 

７月１８日の初戦、対松江東戦は、全校

応援の予定です！ 

平成２９年度ＮＨＫ杯高校放送コンテスト島根県大会 

【アナウンス部門】 

「パナマからの帰還」奥井駿太 ６位 

【ラジオドキュメント部門】 

「安来節だよ人生は」内田憲樹 ３位 

【テレビドキュメント部門】  

「インターナショナルでいこう！」奥井駿太 ３位 

学校全体で人権意識を高めるために、６月５日～

９日に今年度１回目の人権週間を設けました。この

一週間は、『つながり』という人権だよりを毎日発行

し“全ての人に使いやすいものを作ろう”という思い

から生まれた「ユニバーサルデザイン」について知

り、「心のユニバーサルデザイン」についても考えを

深めました。 

６月６日には各クラスが人権・同和教育ＬＨＲを

行いました。１年生は「あってよいちがい」と「あっ

てはいけないちがい」について考え、２年生は身分差

別について、３年生は就職差別について学びました。 

生徒からは、「差別を引き起こしてしまうような弱い

心に打ち勝ち、差別や人を非難しない強い人間になりた

いと思った」「差別の歴史を学び、自分勝手な偏見で見

るのではなく、お互いの良い所を見つけ、認め合う姿勢

が大切だと思った」等の感想がありました。グループワ

ークでは、クラスメイトの意見を聞き、新しい考え方に

気づいた、人によって考え方が違うことを改めて感じた

という生徒もいました。また、この一週間は言葉遣いや

行動等を意識しながら過ごしたという生徒も多かった

ですが、人権週間だからではなく、続けていくことが大

切だと感じたようです。 

様々な意見に刺激を受け、お互いを認め合い、学び合

う関係づくりを学校全体で大切にしていきたいと思い

ます。 

 全文はホーム

ページに載せて

いますので、ぜひ

ご覧ください！ 

平成２９年度  高文連書道コンクール 

清原 颯祐 

横田 華恋 

洞ノ上 朱夏 

清原くんの作品は、特選２３作品の中からさらに 

として選ばれました！ 

今年度１回目の校内球技大会が行われました。

雨のため残念ながら競技変更があり、全校が体育

館競技となりました。試合前には円陣を組み、士気

を高める姿が多く見られ、大きな歓声が上がる熱

気溢れる試合が続きました。 

クラス対抗で行う本校の球技大会ですが、クラ

スや学年を超えて応援し合う姿が見られ、クラス

だけでなく、学校全体の団結力も強まったのでは

ないでしょうか。 

日々の練習では「昨日より今日、今日より

明日うまくなる」をモットーにプレーして

います。それぞれの個性が強いチームです

が、その個性を活かし、一球に対して「全員

で」という意識を持ってやります。 

自分たちが全力でプレーをし、満足のい

くプレーをすることが今までお世話になっ

た方への恩返しに繋がると信じています。 

 昨年、一昨年のコンクールでは中国大会出

場を果たしたので、今年もその目標に向け

て、更に金賞を取れるように練習していま

す。３年生にとっては今回が最後のコンクー

ルになるので、悔いの残らない、自分達らし

い演奏ができるようにしていきたいです。 

 毎日練習できるのも沢山の方々の支えが

あるからです。日々感謝の気持ちを忘れずに

取り組んでいきます。 

【会場】大田市民会館 

【時間】１０：００開演（中学校フリーの部・高校小編成の部） 

【入場料】一般１，５００円 高校生以下１，０００円 

【演奏予定時刻】高校小編成の部（順番６）１３：５５ 



環境整備活動（７月２４日） 

オープンキャンパス（８月８日） 

鵬雲祭模擬店（８月３１日） 

ロードレース豚汁サービス（１０月２４日） 

 

 

人権・同和教育講演会（２回） 

学校見学会（１０月） 

人権意識アンケート（１０～１１月） 

 

 

ＰＴＡ広報誌「ＷＩＳＨ」の発行（３月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
学校だより月根尾７月号 平成２９年７月１８日発行 

島根県立飯南高校 h t t p : / / i i n a n . e d . j p / 

【時間】１８：００～１９：３０ 

  ＊当日１７時に雨が降っていれば中止とし

ます。雨天予備日は７月２５日（火）です。 

＊除草作業を中心に行います。 

 

   ８日（火）オープンキャンパス 

１２日（土）朝閉寮（～１７日夕方） 

１８日（金）広島大学オープンキャンパス 

      （１・２年生希望者） 

２１日（月）始業式 

３１日（木）鵬雲祭（～９／２） 

 

９月 ２日（土）出校日（体育祭） 

   ３日（日）体育祭 雨天時予備日 

   ４日（月）振替休業日（９／２） 

授業体験 部活動見学 施設見学 

鵬雲祭 


